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7 月 3 日参議院選挙が公示されました。今回の選挙は、諸物価高騰の中、消費税

やガソリン税などの「減税」が最大の争点となっています。特に導入後 36 年間一

度も行われていない消費税の税率引き下げの実現がかかった歴史的選挙です。石破

首相は神戸市内で第一声を上げ、消費税について「医療、介護、年金、子育ての重

要な財源だ」「傷つけてはならぬ」と主張、連立政権を組む公明党も「消費税減税

には時間がかかると」減税を否定しました。また、一部野党の主張する「食料品ゼ

ロ％」の効果は全業者には及ばず、例えば、弁当の中身の米やおかずは「ゼロ％」

でも、外側の容器や割りばし・輸送費は「10％」のままと、効果は極めて限定的で

す。さらに、税率が「ゼロ・8・10％」の 3 種類となることによりインボイス廃止

への道が閉ざされます。「食料品ゼロ％」ではなく、直ちに「5％に減税し、廃止」

すべきです。消費税の一律減税を訴える政党を伸ばし、消費税減税、インボイス廃

止の廃止を勝ち取りましょう。私たちの願いは、選挙で決着を。 
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次回 記帳・相談会  婦人部主催 

７月２２日・火曜日 午前１０時から１２時まで 

 




